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研究成果の概要（和文）：本研究では、連結した2つのナノ空間を持つホスト分子の構築に取り組み、ゲスト分
子同士の相互認識能の発現を目的とした。具体的には、W型トリピリジン配位子とPd(II)イオンとの自己集合に
より、２つのナノ空間を有するダブルカプセルの構築に成功した。そのダブルカプセルは、水系溶媒中で、ジア
マンタン1分子とフェナントレン2分子をヘテロ内包した。また、ダブルカプセルは、フラーレンを内包すると、
中央のPdイオンが脱離し、ピーナッツ型分子に構造変換することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Design and synthesis of supramolecular nanostructures bearing a single 
cavity have been widely investigated, because of their unique binding abilities. In this work, we 
newly designed and synthesized double capsule possessing two isolated cavities upon the 
complextation of four W-shaped ligands and three Pd(II) ions. The double capsule has two closed 
spherical cavities (~1 nm in diameter) . The double capsule can heteroleptically encapsulate two 
kinds of medium-sized molecules such as diamantine and phenanthrene through the corporative volume 
changes of the two cavities. When fullerene C60 was employed as a guest molecule, the double capsule
 converted to peanut shaped structure through demetallation from the central pyridine rings.

研究分野：有機化学

キーワード： 超分子化学　分子カプセル　ホストゲスト化学

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、２つの空間を有するダブルカプセル分子の構築し、その内部空間には、2つの異なる分子を内包す
ることが明らかになった。これまで国内外で様々な形状のホスト分子が報告され、１つの空間を用いた分子内包
が盛んに研究されてきた。それに対して本研究は、２つの空間を有するホスト分子を構築し、非極性分子の内包
によるり生じるホスト分子の歪みを介して、ゲスト分子の大きさの情報を伝達し、２種類のゲスト分子のヘテロ
内包を達成した。この現象は、生体内での分子認識に見られるアロステリック効果を、人工分子のダブルカプセ
ルにより達成した。
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図1　研究の概要
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連続した２つの空間を利用した分子の相互認識

(I) 2つの空間を持つ
ホスト分子の構築 (II)分子内包

(III)ゲスト間での相互認識
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分子サイズ認識a）
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